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「
現
在
の
住
い
に
来
て
五
、
六
年
、

若
い
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
家
族
。

夫
は
大
学
出
で
、
東
京
の
大
手
会
社
に

勤
め
て
い
て
、
所
得
も
比
較
的
良
く
、
中

流
の
家
庭
で
、
妻
は
子
育
て
の
た
め
、

家
事
に
専
念
し
て
い
る
。
」

　
他
の
大
都
市
と
比
べ
て
、
こ
ん
な
市

民
像
の
特
徴
が
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら

描
き
出
さ
れ
る
。

■
全
国
第
２
位
の
人
口

　
横
浜
市
の
人
口
は
昭
和
五
七
年
一
〇

月
一
日
現
在
、
二
八
四
万
八
〇
〇
〇
人

図－１　人口の11大都市比較（昭和57年10月1日）

と
全
国
の
二
・
四
％
、
神
奈
川
県
の
四

〇
・
○
％
を
占
め
る
。

　
横
浜
市
の
人
口
は
全
国
第
二
位
で
、

神
戸
市
の
二
倍
以
上
と
そ
の
マ
ン
モ
ス

ぶ
り
が
わ
か
る
（
図
－
１
）
。
と
く
に
、

戸
塚
区
で
は
四
〇
万
人
を
超
え
、
北
陸

の
金
沢
市
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
る
。

西
区
、
南
区
な
ど
で
は
、
人
口
密
度
も

高
く
、
人
口
は
横
ば
い
か
、
や
や
減
少
し

て
い
る
の
に
対
し
、
戸
塚
、
緑
、
金
沢
な

ど
の
区
で
は
人
口
増
加
が
顕
著
で
あ

る
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
区
で
は
、
た
と

え
ば
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
で
人
口

定
着
が
進
む
に
つ
れ
て
大
幅
な
増
加
が

図一２　入居時期・前住地別人口構成予
想
さ
れ
る
。

　
な
お
、
男
女
別
人
口
で
は
男
性
数
が

女
性
数
を
上
回
っ
て
お
り
、
横
浜
の
特

徴
と
い
え
よ
う
。

■
居
住
1
0
年
以
内
が
６
割

　
「
浜
っ
子
」
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
図
－
２
で
は
、
「
生
ま
れ
た
時

か
ら
」
の
市
民
は
一
四
％
に
す
ぎ
な
い
。

六
割
以
上
の
市
民
は
四
五
年
以
降
の
一

〇
年
間
に
現
在
地
に
入
居
し
た
人
た
ち
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民
の
平
均
年
齢
は
三
二
・
二
歳
で
、
全

国
三
三
・
九
歳
）
や
大
都
市
（
三
二

・
歳
）
と
比
べ
て
若
く
、
年
齢
層
で

は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
た

三
〇
～
三
四
歳
が
最
も
多
い
。

　
家
族
形
態
を
み
る
と
、
横
浜
の
世
帯

数
は
九
六
万
世
帯
で
、
一
世
帯
当
り
人

員
が
三
・
〇
〇
人
と
大
都
市
（
平
均
二
・

八
四
人
）
の
な
か
で
一
番
多
い
。
こ
れ
は
。

　
「
夫
婦
と
子
ど
も
」
か
ら
な
る
世
帯
が

半
数
近
く
を
占
め
る
こ
と
と
、
単
独
世

帯
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
（
図
-
３
）
。

こ
の
よ
う
に
、
三
〇
代
の
比
較
的
若
い

●第１章／よこはまの市民

　図一３　家族類型別世帯構成

核
家
族
世
帯
が
中
心
を
な
し
て
い
る
の

が
横
浜
の
特
徴
で
あ
る
。

　
ま
た
、
二
一
世
紀
へ
向
け
て
人
口
構

成
の
高
齢
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
横
浜
で
は

六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合
は
低

い
（
図
-
４
）
。
ま
た
、
老
人
夫
婦
の
世

帯
や
一
人
暮
ら
し
老
人
の
割
合
も
低

い
。
し
か
し
、
四
五
年
に
比
べ
る
と
老

年
人
口
の
割
合
は
徐
々
に
増
加
し
て
お

り
、
高
齢
化
は
今
後
着
実
に
進
む
と
予

想
さ
れ
る
。

■
多
い
高
学
歴
の
市
民

　
高
校
、
旧
制
中
学
校
な
ど
を
卒
業
し

た
人
が
、
四
割
強
と
最
も
多
い
が
、
大

学
や
短
大
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
高
等
教
育

を
受
け
た
人
の
割
合
が
二
五
％
弱
と
全

国
、
他
の
大
都
市
と
比
べ
て
き
わ
め
て

高
い
（
図
－
５
）
。
と
く
に
、
男
性
の
大

学
。
大
学
院
卒
業
者
は
四
人
に
一
人
を

占
め
、
二
五
～
二
九
歳
で
は
四
割
近
く

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
学
歴
の

女
性
の
割
合
も
比
較
的
高
い
。

年齢別人口構成図一４学歴別構成図一５
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で
あ
る
。
前
住
地
を
み
る
と
、
五
年
以

内
の
入
居
者
の
半
数
以
上
が
市
内
か
ら

の
移
動
で
あ
る
が
、
東
京
か
ら
の
転
入

も
比
較
的
多
い
。
五
六
年
の
住
民
基
本

台
帳
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
四
人
に
一

人
が
東
京
か
ら
転
入
し
て
い
る
。
転
出

者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
市
内
で
の
定

住
化
傾
向
は
、
今
後
徐
々
に
高
ま
っ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

■
平
均
年
齢
は
3
2
歳

五
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
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■
就
業
率
の
低
い
女
性

　
五
五
年
に
お
け
る
男
性
就
業
者
は
八

八
万
人
、
女
性
就
業
者
は
三
八
万
人
で

就
業
者
の
七
割
を
男
性
が
占
め
る
。
就

業
者
と
は
、
主
に
仕
事
を
し
て
い
る
人

の
ほ
か
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
る
人
を
含
め
た
も
の
で

あ
る
。
男
性
就
業
者
は
一
五
歳
以
上
の

八
割
を
占
め
、
「
主
に
仕
事
」
の
人
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
と
く
に
、
働
き
ざ
か

り
の
二
五
～
五
四
歳
の
年
齢
層
で
は
、

九
五
％
以
上
の
人
が
働
い
て
い
る
。
こ

れ
に
比
べ
て
、
女
性
の
就
業
率
ほ
三
七

％
（
全
国
平
均
四
六
％
）
と
低
く
、
仕

事
が
主
な
人
は
二
割
強
に
す
ぎ
な
い
。

家
事
に
専
念
し
て
い
る
女
性
は
五
割
近

く
を
占
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
含
め

た
家
事
中
心
の
女
性
は
六
割
以
上
で
あ

る
（
図
－
６
）
。
女
性
の
職
場
進
出
が
い

わ
れ
る
な
か
で
、
横
浜
の
女
性
の
就
業

率
が
低
い
の
は
、
身
近
に
適
当
な
就
業

機
会
が
少
な
い
、
子
育
て
の
年
代
の
人

が
多
い
こ
と
な
ど
が
一
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
８
割
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

図一６　男女別15歳以上の労働力状態（横浜市

　
就
業
者
の
八
割
が
雇
わ
れ
て
い
る
人

で
、
全
国
や
他
の
大
都
市
に
比
べ
て
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
割
合
が
高
い
　
（
図
－

７
）
。

　
ま
た
、
雇
わ
れ
て
い
る
人
の
三
割
強

が
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
規
模

な
企
業
に
勤
め
て
い
る
。
年
間
所
得
で

は
三
〇
〇
万
円
以
上
の
人
が
三
七
％
、

男
性
だ
け
み
る
と
半
数
近
く
を
占
め
る
。

比
較
的
所
得
が
高
い
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

家
庭
の
特
徴
が
描
き
出
さ
れ
る
。

　
就
業
し
て
い
る
市
民
の
う
ち
、
市
内

で
働
く
人
は
六
四
％
で
あ
る
が
、
残
り

三
六
％
、
四
五
万
人
は
市
外
へ
働
き
に

出
て
い
る
。
と
く
に
、
東
京
都
区
部
へ

は
二
八
万
人
と
就
業
者
の
二
割
強
を
占

め
、
依
然
と
し
て
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

図一７　就業者の従業上の構成図一８　就業者の産業別構成
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■
多
い
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

　
市
民
の
就
業
先
で
は
第
二
次
産
業
へ

は
四
割
弱
、
第
三
次
産
業
へ
は
六
割
強

の
人
が
就
業
し
て
い
る
（
図
－
８
）
。
男

女
別
で
み
る
と
、
男
性
で
は
製
造
業
が

三
割
と
最
も
多
い
の
に
対
し
、
女
性
で

は
卸
売
業
・
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
が

三
割
近
く
を
占
め
る
。

　
職
業
別
に
み
る
と
、
個
別
の
職
業
で

は
、
技
能
工
・
生
産
工
程
従
事
者
が
減

少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
三
割
弱
と
最

も
多
い
。
事
務
・
技
術
・
管
理
関
係
従

事
者
の
合
計
は
四
割
強
で
、
全
国
や
他

の
大
都
市
と
比
べ
て
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
層
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
就
業
先
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い

で
製
造
業
が
際
立
っ
て
多
い
。

■
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
区
民

　
今
ま
で
は
市
民
全
体
の
特
徴
に
っ
い

て
み
て
き
た
が
、
区
民
の
特
徴
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

　
核
家
族
と
老
年
人
口
割
合
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
（
図

－
９
）
。

　
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
若
い
夫
婦
と

子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
世
帯
の
多
い

タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
さ

ら
に
、
居
住
年
数
の
短
い
区
民
が
多
い

港
南
・
緑
・
戸
塚
区
と
比
較
的
長
い
区

民
が
多
い
旭
・
瀬
谷
区
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
最
も
市
の
平

均
に
近
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
保
土
ヶ

谷
・
磯
子
・
金
沢
区
は
平
均
に
近
い
。

た
だ
し
港
北
区
は
夫
婦
と
子
ど
も
の
世

帯
や
老
年
人
口
の
割
合
、
市
内
就
業
率

が
低
い
こ
と
な
ど
の
面
で
他
の
区
と
少

し
異
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
居
住
年
数
の
長

い
高
齢
市
民
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
旧
住

民
と
し
て
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
市
内
就
業

率
や
雇
わ
れ
て
い
る
人
の
割
合
な
ど
の

面
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
特
徴
を
示
す

西
・
中
区
と
市
の
平
均
に
や
や
近
い
鶴

見
・
神
奈
川
区
、
な
ら
び
に
こ
の
中
間

的
な
南
区
に
分
け
ら
れ
る
。

図一９　区民の特徴
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